
９
５
５
年
の
パ
リ
で
の
フ
ァ

９
５
５
年
の
パ
リ
で
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
と
き
。

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
と
き
。

一
番
前
の
観
客
席
の
４
人
が

一
番
前
の
観
客
席
の
４
人
が

着
物
姿
で
そ
の
華
や
か
さ
に

着
物
姿
で
そ
の
華
や
か
さ
に

び
っ
く
り
し
た
と
い
う
。「
今

び
っ
く
り
し
た
と
い
う
。「
今

も
そ
の
と
き
と
気
持
ち
が
変

も
そ
の
と
き
と
気
持
ち
が
変

わ
ら
ず
、
親
戚
や
知
人
か
ら

わ
ら
ず
、
親
戚
や
知
人
か
ら

譲
り
受
け
た
着
物
を
触
り
な

譲
り
受
け
た
着
物
を
触
り
な

が
ら
、
そ
の
色
や
紋
様
か
ら

が
ら
、
そ
の
色
や
紋
様
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

て
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く

て
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く

ら
ま
せ
る
」
と
話
す
。

ら
ま
せ
る
」
と
話
す
。

　

針
の
刺
し
方
を
変
え
て
裏

　

針
の
刺
し
方
を
変
え
て
裏

表
で
模
様
が
違
う
リ
バ
ー
シ

表
で
模
様
が
違
う
リ
バ
ー
シ

ブ
ル
の
キ
ル
ト
作
品
、
バ
ニ

ブ
ル
の
キ
ル
ト
作
品
、
バ
ニ

エ
ー
ル
（
細
長
い
タ
ペ
ス
ト

エ
ー
ル
（
細
長
い
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
の
よ
う
な
も
の
）
と
呼

リ
ー
の
よ
う
な
も
の
）
と
呼

ば
れ
る
横

ば
れ
る
横
6060
㌢
×
縦
１
８
０

㌢
×
縦
１
８
０

㌢
ほ
ど
の
作

㌢
ほ
ど
の
作

品
に
は
、
裏

品
に
は
、
裏

表
ち
が
っ
た

表
ち
が
っ
た

着
物
や
帯
が

着
物
や
帯
が

使
わ
れ
て
い

使
わ
れ
て
い

る
。
る
。

　

「
全
部
ご

　

「
全
部
ご

自
分
で
作
る

自
分
で
作
る

の
で
す
か
」

の
で
す
か
」

シ
ュ
の
日
本
橋
三
越
ア
ト
リ

シ
ュ
の
日
本
橋
三
越
ア
ト
リ

エ
責
任
者
と
し
て
来
日
し
、

エ
責
任
者
と
し
て
来
日
し
、

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
技
術

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
技
術

を
戦
後
の
日
本
で
初
め
て
指

を
戦
後
の
日
本
で
初
め
て
指

導
し
た
。

導
し
た
。
7070
年
に
結
婚
後
、

年
に
結
婚
後
、

退
職
し
、
日
本
で
ア
ト
リ
エ

退
職
し
、
日
本
で
ア
ト
リ
エ

活
動
を
続
け
て
い
る
。
日
本

活
動
を
続
け
て
い
る
。
日
本

の
着
物
に
魅
せ
ら
れ
古
い
着

の
着
物
に
魅
せ
ら
れ
古
い
着

物
地
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品

物
地
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品

を
作
り
、
企
画
展
、
個
展
な

を
作
り
、
企
画
展
、
個
展
な

ど
で
活
躍
中
。

ど
で
活
躍
中
。

　

ア
メ
リ
ー
さ
ん
が
最
初
に

　

ア
メ
リ
ー
さ
ん
が
最
初
に

日
本
の
着
物
を
見
た
の
は
１

日
本
の
着
物
を
見
た
の
は
１

　

行
き
交
う
人
々
の
英
語
や

　

行
き
交
う
人
々
の
英
語
や

中
国
語
を
聞
き
な
が
ら
久
し

中
国
語
を
聞
き
な
が
ら
久
し

ぶ
り
に
江
ノ
電
長
谷
駅
か
ら

ぶ
り
に
江
ノ
電
長
谷
駅
か
ら

長
谷
寺
へ
歩
き
ま
し
た
。
お

長
谷
寺
へ
歩
き
ま
し
た
。
お

寺
か
ら
由
比
ケ
浜
の
展
望
は

寺
か
ら
由
比
ケ
浜
の
展
望
は

古
都
鎌
倉
な
ら
で
は
の
風

古
都
鎌
倉
な
ら
で
は
の
風

情
。
人
々
は
笑
顔
に
な
り
ま

情
。
人
々
は
笑
顔
に
な
り
ま

す
。
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
特
別
に
ご

　

さ
て
、
今
回
は
特
別
に
ご

許
可
い
た
だ
き
、
鎌
倉
で
は

許
可
い
た
だ
き
、
鎌
倉
で
は

多
分
一
体
の
み
で
あ
ろ
う
円

多
分
一
体
の
み
で
あ
ろ
う
円

空
仏
を
詣
ら
せ
て
い
た
だ
き

空
仏
を
詣
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

円
空
は
江
戸
時
代
、
造
仏

　

円
空
は
江
戸
時
代
、
造
仏

聖ひ
じ
り

ひ
じ
りと

し
て
知
ら
れ
、
生
涯
に

と
し
て
知
ら
れ
、
生
涯
に

お
よ
そ

お
よ
そ
1212
万
体
の

万
体
の

み
ほ
と
け
を
彫
ら

み
ほ
と
け
を
彫
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

れ
た
そ
う
で
す
。

円
空
仏
と
し
て
知

円
空
仏
と
し
て
知

ら
れ
る
そ
の
像

ら
れ
る
そ
の
像

は
、
自
然
の
木
の

は
、
自
然
の
木
の

命
を
生
か
し
鉈
で

命
を
生
か
し
鉈
で

彫
っ
た
よ
う
な
荒

彫
っ
た
よ
う
な
荒

々
し
さ
の
中
に
慈

々
し
さ
の
中
に
慈

悲
に
溢
れ
、
魂
を

悲
に
溢
れ
、
魂
を

感
じ
る
も
の
で

感
じ
る
も
の
で

す
。
す
。

　

私
の
円
空
へ
の
興
味
は
偶

　

私
の
円
空
へ
の
興
味
は
偶

然
、
京
都
の
デ
パ
ー
ト
で
出

然
、
京
都
の
デ
パ
ー
ト
で
出

合
っ
た
円
空
仏
の
展
覧
会
で

合
っ
た
円
空
仏
の
展
覧
会
で

し
た
。
そ
れ
は
い
ま
ま
で
観

し
た
。
そ
れ
は
い
ま
ま
で
観

て
き
た
鎌
倉
時
代
周
辺
の
秀

て
き
た
鎌
倉
時
代
周
辺
の
秀

逸
な
造
形
美
を
誇
る
美
し
い

逸
な
造
形
美
を
誇
る
美
し
い

像
と
は
ま
っ
た
く
違
う
異
彩

像
と
は
ま
っ
た
く
違
う
異
彩

を
放
っ
た
も
の
で
し
た
。

を
放
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

な
ん
と
も
い
え
な
い
温
も

　

な
ん
と
も
い
え
な
い
温
も

り
が
あ
り
、
そ
こ
に
円
空
と

り
が
あ
り
、
そ
こ
に
円
空
と

い
う
人
が
み
え
て
く
る
よ
う

い
う
人
が
み
え
て
く
る
よ
う

な
感
動
で
し
た
。
円
空
は
全

な
感
動
で
し
た
。
円
空
は
全

国
を
修
験
の
行
で
歩
き
、
そ

国
を
修
験
の
行
で
歩
き
、
そ

の
折
々
に
お
世
話
に
な
っ
た

の
折
々
に
お
世
話
に
な
っ
た

村
の
人
々
に
御
礼
や
祈
り
を

村
の
人
々
に
御
礼
や
祈
り
を

込
め
て
仏
像
を
彫
っ
た
と
い

込
め
て
仏
像
を
彫
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
の
円
空
の
心

わ
れ
ま
す
。
そ
の
円
空
の
心

が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

長
谷
寺
の
円
空
仏
は

長
谷
寺
の
円
空
仏
は
客き

ゃ
く
ぶ
つ

き
ゃ
く
ぶ
つ仏

で

す
が
、
こ
う
し
て
鎌
倉
の
地

す
が
、
こ
う
し
て
鎌
倉
の
地

に
円
空
仏
が
来
ら
れ
た
ご
縁

に
円
空
仏
が
来
ら
れ
た
ご
縁

が
有
難
い
で
す
。

が
有
難
い
で
す
。

　

像
は
「
護
法
童
子
」
と
み

　

像
は
「
護
法
童
子
」
と
み

ら
れ
、

ら
れ
、
怒ど

髪は
つ
は
つ

と
い
わ
れ
る
逆

と
い
わ
れ
る
逆

立
っ
た
髪
が
特
徴
的
で
、
学

立
っ
た
髪
が
特
徴
的
で
、
学

芸
員
の
三
浦
浩
樹
さ
ん
に
よ

芸
員
の
三
浦
浩
樹
さ
ん
に
よ

る
と
「
多
分
、
な
に
が
し
か

る
と
「
多
分
、
な
に
が
し
か

の
本
尊
を
守
護
す
る
像
で
あ

の
本
尊
を
守
護
す
る
像
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

守
護
仏
で
あ
り
な
が
ら
お

　

守
護
仏
で
あ
り
な
が
ら
お

顔
は
と
て
も
や
さ
し
く
目
を

顔
は
と
て
も
や
さ
し
く
目
を

細
め
て
笑
っ
て
お
ら
れ
ま

細
め
て
笑
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
ま
さ
に
木
の
特
性
を
全

す
。
ま
さ
に
木
の
特
性
を
全

面
に
生
か
し
た
造
形
、
木
に

面
に
生
か
し
た
造
形
、
木
に

神
や
生
命
を
円
空
は
観
て
い

神
や
生
命
を
円
空
は
観
て
い

た
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、

た
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、

円
空
の
自
然
へ
の
畏
敬
の
念

円
空
の
自
然
へ
の
畏
敬
の
念

で
あ
り
、
自
身
の
宗
教
観
な

で
あ
り
、
自
身
の
宗
教
観
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
母
を
亡
く
し
そ

　

幼
い
こ
ろ
母
を
亡
く
し
そ

の
供
養
の
為
、
円
空
は
造
仏

の
供
養
の
為
、
円
空
は
造
仏

を
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
、
諸

を
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
、
諸

国
を
行
脚
し
貧
困
や
災
害
に

国
を
行
脚
し
貧
困
や
災
害
に

苦
し
む
民
衆
の
た
め
に
祈
り

苦
し
む
民
衆
の
た
め
に
祈
り

と
誓
願
を
生
涯
さ
れ
た
の
で

と
誓
願
を
生
涯
さ
れ
た
の
で

す
。
す
。

　

一
木
造
、
総
高

　

一
木
造
、
総
高
3333
・
２
・
２

㎝
。
㎝
。
1717
世
紀
、
江
戸
時
代
。

世
紀
、
江
戸
時
代
。

通
常
非
公
開
。

通
常
非
公
開
。

　

▼

　

▼
御
鎮
座
記
念
祭

御
鎮
座
記
念
祭
1616
日
1010

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
1717
時
、
時
、

御
神
楽
奉
納
。

御
神
楽
奉
納
。

　

▼

　

▼
歳
の
市

歳
の
市　

1818
日
1010
〜
2020

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

1616
時
半
〜
拝
観
無
料
。

時
半
〜
拝
観
無
料
。

　

▼

　

▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

3131
日
鶴
岡
八
幡
宮
。

日
鶴
岡
八
幡
宮
。

大
祓　
大
祓　

1111
・
1313
・
1515
時
。
時
。

古
神
礼
焼
納
祭　

古
神
礼
焼
納
祭　

1616
時
。
時
。

　

▼

　

▼
除
夜
祭

除
夜
祭　

3131
日
1717
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

鶴
岡
八
幡
宮
。

　

＊

　

＊
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

円
覚
寺
内
正
続
院
、
建
長

円
覚
寺
内
正
続
院
、
建
長

寺
、
大
船
観
音
寺
、
光
明

寺
、
大
船
観
音
寺
、
光
明

寺
、
浄
光
明
寺
、
青
蓮
寺
、

寺
、
浄
光
明
寺
、
青
蓮
寺
、

瑞
泉
寺
、
東
慶
寺
、
長
谷

瑞
泉
寺
、
東
慶
寺
、
長
谷

寺
、
本
覚
寺
、
杉
本
寺
、
満

寺
、
本
覚
寺
、
杉
本
寺
、
満

福
寺
、
妙
本
寺
、
薬
王
寺
、

福
寺
、
妙
本
寺
、
薬
王
寺
、

龍
宝
寺
、
浄
智
寺
な
ど
。

龍
宝
寺
、
浄
智
寺
な
ど
。

 

（
詳
細
は
各
寺
へ
）

（
詳
細
は
各
寺
へ
）

　

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
を

　

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
を

通
じ
て
様
々
な
国
の

通
じ
て
様
々
な
国
の

文
化
を
知
る
機
会
に

文
化
を
知
る
機
会
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い

な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
が
、
鎌
倉
市
が

ま
す
が
、
鎌
倉
市
が

２
０
２
０
年
の
オ
リ

２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
フ
ラ
ン
ス
の
ホ

ン
ピ
ッ
ク
で
フ
ラ
ン
ス
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る

ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か

▼
フ
ラ
ン
ス
セ
ー
リ
ン
グ
連

▼
フ
ラ
ン
ス
セ
ー
リ
ン
グ
連

盟
の
選
手
等
と
の
交
流
を
通

盟
の
選
手
等
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
国
際
親
善
、
国
際
理

じ
て
、
国
際
親
善
、
国
際
理

解
の
機
会
創
出
を
図
る
こ
と

解
の
機
会
創
出
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
鎌
倉
市
は
同
連

を
目
的
に
、
鎌
倉
市
は
同
連

盟
と
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す

盟
と
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す

る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す

▼
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と

▼
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と

は
、
日
本
の
自
治
体
と
、
２

は
、
日
本
の
自
治
体
と
、
２

０
２
０
年
東
京
大
会
に
参
加

０
２
０
年
東
京
大
会
に
参
加

す
る
国
・
地
域
の
住
民
等

す
る
国
・
地
域
の
住
民
等

が
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

が
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

経
済
な
ど
を
通
じ
て
交
流

経
済
な
ど
を
通
じ
て
交
流

し
、
地
域
の
活
性
化
等
に
活

し
、
地
域
の
活
性
化
等
に
活

か
し
て
い
く
も
の
で
、
大
会

か
し
て
い
く
も
の
で
、
大
会

前
後
で
大
会
に
参
加
し
た
選

前
後
で
大
会
に
参
加
し
た
選

手
（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ

手
（
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
の
交
流
が

リ
ン
ピ
ア
ン
）
と
の
交
流
が

行
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
で
す

行
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
で
す

▼
ど
の
よ
う
な
交
流
が
実
施

▼
ど
の
よ
う
な
交
流
が
実
施

　

パ
リ
の
一
流
ブ
ラ
ン
ド
で

　

パ
リ
の
一
流
ブ
ラ
ン
ド
で

活
躍
し
た
林
ア
メ
リ
ー
さ
ん

活
躍
し
た
林
ア
メ
リ
ー
さ
ん

（
8686
）
の
和
布
を
用
い
た
パ

）
の
和
布
を
用
い
た
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
展

ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
展

が
、
鎌
倉
市
山
ノ
内
の
北
鎌

が
、
鎌
倉
市
山
ノ
内
の
北
鎌

倉
古
倉
古
民
家
民
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

開
か
れ
て
い
る
。

開
か
れ
て
い
る
。

　

「
現
代
に
甦
る
昔
の
着

　

「
現
代
に
甦
る
昔
の
着

物
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の

物
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の

着
物
、
帯
、
羽
織
、
袴
な
ど

着
物
、
帯
、
羽
織
、
袴
な
ど

を
用
い
て
作
っ
た
ベ
ッ
ト
カ

を
用
い
て
作
っ
た
ベ
ッ
ト
カ

バ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー

バ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー

な
ど
壁
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な

な
ど
壁
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な

作
品
か
ら
、
壁
飾
り
、
暖

作
品
か
ら
、
壁
飾
り
、
暖

簾
、
敷
物
、
バ
ッ
グ
な
ど
バ

簾
、
敷
物
、
バ
ッ
グ
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
作
品
の

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
作
品
の

数
々
が
、
天
然
木
の
梁
や
柱

数
々
が
、
天
然
木
の
梁
や
柱

の
あ
る
古
民
家
の
空
間
に
所

の
あ
る
古
民
家
の
空
間
に
所

狭
し
と
並
ぶ
。

狭
し
と
並
ぶ
。

　

ア
メ
リ
ー
さ
ん
は
１
９
３

　

ア
メ
リ
ー
さ
ん
は
１
９
３

３
年
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
。
ク

３
年
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
。
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル

リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル

な
ど
の
ア
ト
リ
エ
勤
務
後
、

な
ど
の
ア
ト
リ
エ
勤
務
後
、

１
９
６
３
年
に
ギ
・
ラ
ロ
ッ

１
９
６
３
年
に
ギ
・
ラ
ロ
ッ

大晦日に除夜の鐘をつける鎌倉のお寺を大晦日に除夜の鐘をつける鎌倉のお寺を
下記に紹介しています。（写真は東慶寺）下記に紹介しています。（写真は東慶寺）

の
問
い
に
「
そ
う
よ
。
縫
う

の
問
い
に
「
そ
う
よ
。
縫
う

の
が
好
き
な
の
」
と
答
え

の
が
好
き
な
の
」
と
答
え

る
。
ミ
シ
ン
で
生
地
を
つ
な

る
。
ミ
シ
ン
で
生
地
を
つ
な

ぎ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル

ぎ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル

ト
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
や
刺
し
子

ト
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
や
刺
し
子

な
ど
は
手
縫
い
す
る
。

な
ど
は
手
縫
い
す
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日
の
ア

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日
の
ア

メ
リ
ー
さ
ん
の
服
装
は
モ
ス

メ
リ
ー
さ
ん
の
服
装
は
モ
ス

グ
リ
ー
ン
の
パ
ン
ツ
ス
ー

グ
リ
ー
ン
の
パ
ン
ツ
ス
ー

ツ
。
着
物
地
で
作
っ
た
も
の

ツ
。
着
物
地
で
作
っ
た
も
の

で
、
着
物
地
で
洋
服
を
作
る

で
、
着
物
地
で
洋
服
を
作
る

と
き
は
色
無
地
や
細
か
い
模

と
き
は
色
無
地
や
細
か
い
模

様
の
小
紋
な
ど
シ
ン
プ
ル
で

様
の
小
紋
な
ど
シ
ン
プ
ル
で

一
見
着
物
地
と
は
思
え
な
い

一
見
着
物
地
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
も
の
を
使
う
と
い
う
。

よ
う
な
も
の
を
使
う
と
い
う
。 　

「
ま
だ
ま
だ
沢
山
、
着
物

　

「
ま
だ
ま
だ
沢
山
、
着
物

や
帯
が
あ
る
か
ら
、
５
分
も

や
帯
が
あ
る
か
ら
、
５
分
も

時
間
が
あ
っ
た
ら
何
か
縫
い

時
間
が
あ
っ
た
ら
何
か
縫
い

た
い
の
」
と
ア
メ
リ
ー
さ
ん

た
い
の
」
と
ア
メ
リ
ー
さ
ん

の
創
作
意
欲
は
尽
き
な
い
。

の
創
作
意
欲
は
尽
き
な
い
。

　

展
示
は
１
月

　

展
示
は
１
月
2626
日
ま
で
。

日
ま
で
。

1212
月
3131
日
と
１
月
１
日
は
休

日
と
１
月
１
日
は
休

館
。
日
曜
と
水
曜
は
作
家
在

館
。
日
曜
と
水
曜
は
作
家
在

館
。
館
。
1212
月
４
日
・
１
月

月
４
日
・
１
月
1010
日

の
午
後
１
時
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ

の
午
後
１
時
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
が
あ
る
。

ー
ト
ー
ク
が
あ
る
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
〜
午
後
４
時

時
〜
午
後
４
時

半
。
入
館
料
５
百
円
。
北
鎌

半
。
入
館
料
５
百
円
。
北
鎌

倉
古
民
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎

倉
古
民
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2525
・
５
６
４
１

・
５
６
４
１

さ
れ
て
い
く
の
か
楽
し
み
で

さ
れ
て
い
く
の
か
楽
し
み
で

す
。
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

お
気
に
入
り
の「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」の
キ
ル
ト
の
前
で

お
気
に
入
り
の「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」の
キ
ル
ト
の
前
で

林
ア
メ
リ
ー
さ
ん

林
ア
メ
リ
ー
さ
ん

さ
ま
ざ
ま
な
紋
柄
の
着
物
や
帯
で

さ
ま
ざ
ま
な
紋
柄
の
着
物
や
帯
で

作
っ
た
バ
ニ
エ
ー
ル

作
っ
た
バ
ニ
エ
ー
ル

12月12月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（9999）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

長
谷
寺　

護
法
童
子
像

長
谷
寺　

護
法
童
子
像

古
い
着
物
や
帯
に
新
し
い
息
吹
を

古
い
着
物
や
帯
に
新
し
い
息
吹
を

パ
リ
で
活
躍
し
た
ア
メ
リ
ー
さ
ん
の
作
品
展

パ
リ
で
活
躍
し
た
ア
メ
リ
ー
さ
ん
の
作
品
展
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